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多摩クリニックでは、現在１年生の見学実習と、５年生の臨床
実習を行っております。
昨今のCOVID-19により、学生はオンライン授業が中心となり、

対面授業が大幅に削減されています。その状況下での実習では
久々に会うことのできた仲間に嬉しそうな表情が伺えましたが、
歯科医師を目指すため緊張した面持ちで、多くの学びを得ようと
学生は真剣に実習に励んでおります。

本来の実習では、在宅で生活している患者さんのお宅に学生
も同行しておりますが、今年度は昨今の事情を鑑みてVRを用い

た実習を行いました。また、多摩クリニックでは終末期医療にも
多く携わっており、「患者さんの看取り」にも立ち会うことが増えて
きております。そのため、もしバナゲームを用いてACP（Advanced
Care Planning）について考える機会を設け、歯科疾患を抱えて

いる患者さんを全身的・全人的に捉え診療できる歯科医師の育
成にも励んでいます。

１年生、５年生の実習が始まりました。

私は訪問診療が地域との連携だということを初めて知りました。自宅に伺うのではなく福祉的な面、口腔以外の
健康状態なども検討に入れて考え、様々な職種と連携を取ることで患者さんのサポートをしていくのが訪問診療だ
と学べました。また、最善のプランが最良とは限らないということです。各家庭の環境や金銭的状態、そのほかにも
様々な要因を鑑みてプランを提案することは歯科医としての技術力と同じくらいコニュニケーション能力を求められ
ているのだと思いました。（Aさん）

私が訪問診療に興味がある理由は、動くことのできない高齢者の楽しみは食べる事だと思っている患者さんが多
いため、そんな患者さんに歯科医師ができることは何なのか今のうちに知っておきたいと思っていたからです。初
めて訪問診療を行う所を間近で見ることができたのでこのVR訪問診療実習を生かして学生生活での勉強につなげ
ていきたいと思いました。（Bさん）

私は初めて「Medical Social Worker」による講義を受け、どのような理念や目的を持ち患者さんを支えているのか

を理解することができました。また、講義内で行ったもしバナゲームでは、人によって様々な考えや感性があり、求
めることが違うのだということを改めて感じることができました。（Cさん）

多摩クリニックで実習を終えて ー実習を終えた学生よりー
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食べるを支える研修会のお知らせ
「摂食嚥下超入門」3回シリーズ

第1回「食べる」のメカニズム（2020年11月13日）終了
第2回「食べる」を観る （2020年11月27日19：00～）
第3回「食べる」を支える（2020年12月11日19：00～）

詳しくは多摩クリニックホームページへhttp://dent-hosp.ndu.ac.jp/nduhosp/tama-clinic/

介護レストランを実施しました

2020年11月5日㈭に小金

井市にあります「さくらキッチ
ン」で介護レストランを実施し
ました。

これからも多くの方に「食べ
る」の機会を届けられるよう
努力いたします。

コロナ禍の影響は「食べる」ことにも。
新型コロナウイルス感染症の影響はいまだ終息の見込みは立っていませんが、私たちの生活は、少しずつ形を変

えながらも前に向かって進み出しています。
そのような中、「コロナの影響がこんなところにも！」と感じることが、診療の中で目立ってきました。それは、「コロナ

の時期くらいから、急に食べられなくなった」というもので、小さな子供たちから、高齢の方までに亘っています。以前
には、何の問題もなく、何でも食べられていた人が、自粛期間が始まったころから、食べる量が減ったり、食べるのに
時間がかかるようになったり、、、固形物を飲み込めなくなった人もいます。「詳しく調べてほしい」と受診され、精査を
行いますが、機能的な問題はみつかりません。

一時的なものであればいいのですが、何か月もたった今でも、その影響を
引きずっている人もいらっしゃいます。日常の生活リズムが崩れ、どうしてこ
んなことになったのか？その状況を受け入れられないまま長期間過ごしてき
たことが、「飲み込めない」といったことにつながってしまったのでしょうか。食
というのは、それだけ繊細なものなのでしょう。どうにかみんなでこのコロナ
禍を乗り切り、おいしく楽しく食べる「食生活」を取り戻したいと思っています。

新刊図書のご案内
2020年9月25日 医歯薬出版

株式会社より「歯科と栄養が出
会うとき」が、出版されました。
人生100年時代と言われるよう

になり、健康寿命が重要視され
てきております。そのなかで栄養
の視点を取り入れた歯科医療が
今まさに求められてきています。
それだけでなく、食べることは生
きていくうえで必要な行為ですの
で、歯科のみならず医療、福祉
の分野で活躍されている方へ、
栄養の重要性を改めて知ってい
ただくための入門の書となれば
幸いです。

消防訓練を
実施しました。

2020年10月23日㈮に消防訓練を実施し
ました。

秋から冬に向かっていく季節で空気も乾
燥してきておりますので、火災を起こさな
いよう、私たちもより一層気を引き締めてこ
れからの季節を迎えていきたいと思います。

http://dent-hosp.ndu.ac.jp/nduhosp/tama-clinic/

